
ついて実証的に検討 してい く作業が必要であろ う。

B-50霊 長類における髄鞘形成の評価研究

三上章允(中 部学院大 ・リハ ビリテーシ ョン学部 ・理学療法学科)所 内対応者:宮 地重弘

チンパンジーの脳の発達をみる目的でMRIのTl強 調画像の高信号領域 を白質 と評価す る研究が行われている。

神経線維 のまわ りにある絶縁物質である髄鞘 には脂質が多 く含 まれ、MRIのTl画 像では高信号 として記録 され る。

そのため、高信号領域の発達変化は髄鞘形成の経過をみる有力な手段 とされている。しかしなが ら、MRIの 高信号

領域 と組織標本で評価 した髄鞘形成 がどの程度対応するかは十分検討 されていない。そ こで、マカカ属のサルの発

達過程で、MRIに よる撮像 と組織標本による髄鞘形成 の判定 を同時に行い、その相関を評価す る研究を行った。今

年度 は、アカゲザルのアダル ト1頭(16歳6ヵ 月)と 乳児2頭(6週 齢、9週 齢)の 脳標本 をファス ト・ブルー染

色 し白質、灰 白質領域の比較 を行い、皮質領域が乳児期に広いことを確認 した。これ と並行 して、チンパ ンジー脳

のMRI計 測を継続 した。

B-51ニ ホンザルの体幹 と下肢帯の境界領域における脊髄神経前枝の形態的特徴

時 田幸之輔(埼 玉医科大 ・保健 医療学部 ・理学療法)所 内対応者:毛 利俊雄

ニホンザル の体幹 と下肢帯の境界領域 における脊髄神経前枝 の形態的特徴 を明 らかにする目的で、腰神経叢 と下

部肋 間神経の観察を行 った。特に、腰神経叢 と仙骨神経叢 の境界である分岐神経(∫hering)の 起始分節や腰神経叢

由来の各神経 の起始分節、走行経路、分布に注意 して観察 した。また、下部肋骨の形態 もあわせて観察 した。

分岐神経を起始分節 の高さか らL5群 、LS+L6群 、L6群 の3群 に分けた。分岐神経起始分節は、上方か らLS群 、

L5+L6群 、L6群 の順で尾側ヘズ レると言 える。

最下端の肋 間神経外側皮枝(RcL)の 起始分節はL5群 でL2、L5+L6群 でL2+L3、L6群 でL3で あった。最下端

の標準的な肋 間神経前皮枝(Rcap)の 起始分節はL5群 でL2、L5+L6群 でL2+L3、L6群 でL3で あった。また、L6

群においては第1腰 椎の肋骨突起が肋骨(腰 肋)と なっている例 もあった。

以上 より、分岐神経を中心とした下肢への神経の起始分節が尾側へずれ ると、胴体(胸 部)に 特徴的な神経であ

るRcap、Rclの 起始分節 も尾側へずれ、 さらに尾側へずれ ると腰肋が形成 される(腰 椎 の胸椎化)と 言 える。

筆者は、腹壁か ら下肢への移行領域に着 目し、ヒト腰神経叢お よび下部肋間神経の観察を行 ってきた。その結果、

下肢へ分布する神経(腰 神経叢)の 起始分節(構成分節)が尾側へずれ る変異が存在す ること、 この変異に ともない

最下端の胴体(胸 腹部)に 特徴的な神経の起始分節 も尾側へずれることが明 らかになった。また、これ らの変異に

伴い最下端の肋骨の長 さの延長や肋骨の数の増加(腰 椎肋骨突起の肋骨化、腰肋)を 観察 してい る(2010、2009、

200s)o

今 回観察 されたニホンザル腰神経叢の形態的特徴は、ヒ ト腰神経叢で観察 された特徴 と同様な ものであり、いず

れ も胴体(胸 部)の 延長に関連 した変異であると考 えたい。

本研究の成果は第28回 日本霊長類学会大会 にて発表予定である。

〈発表概要 〉

第27回 日本霊長類学会大会2011.7.16～18

広鼻猿類腰神経叢の観察 時 田幸之輔(埼 玉医科大 ・保健医療)

2007～2009年 にカニクイザル、ニホンザル、チンパ ンジー腰神経叢の観察を行 った。今回、広鼻猿類腰神経叢

の観 察 として、 リスザル とアカテタマ リンの観 察を行 った。以下に観察結果の概要を記す。Thl3:腹 壁 に進入 し

外側皮枝(RcL)を 分枝 し、側腹壁の内腹斜筋(Oi)と 腹横筋(Ta)の 問(第2-3層 問)を 走行 し、腹直筋鞘に入

る。腹直筋(R)の 後面から筋枝を与え、筋を貫いて前皮枝(Rca)を 分枝する。 これは胴体に特徴的な標準的な

肋間神経の経路といえる。Ll:腹 壁に進入 しRcLを 分枝、側腹壁の第2-3層 問を走行 し、腹直筋鞘に入 り、Rを

貫いてRcaを 分枝する。 この経路 も標準的な肋間神経 の経路 といえる。

L2:L3へ の交通枝を分枝 した後、腹壁に進入 しRcLを 分枝。その後、側腹壁 の第2-3層 間を走行 し、腹直筋鞘

に入 り、Rcaを 分枝するとい う標準的な肋間神経の経路をとる。L3:2枝 に分枝す る。1枝 はL2か らの交通枝 と

吻合 した後RcLを 分枝 し、側腹壁の第2-3層 間を走行 し、腹直筋鞘に入 りRcaを 分枝す る。 もう1枝 は外側大腿

皮神経(CFL)へ の交通枝を分枝 した後、陰部大腿神経 となる。L4:CFLへ の枝 、大腿神経(F)へ の枝 、閉鎖神

経(0)へ の枝の3枝 に分岐す る。L5:Fへ の枝、0へ の枝、坐骨神経への枝3枝 に分岐す る(分 岐神経)。 以上

より、 リスザル腰神経叢では、L2+L3ま で標準的な肋 間神経 と同様な経路 を走ることがわかった。 このことは、

リスザルの体幹の領域はヒ トよ りも下位分節 まで広がってい ると言える。腰椎の数の違い との関連があるのでは

ないか と考 えている。本研 究は、京都大学霊長類研究所の共同利用研究 として実施 された。

B-52霊 長類におけるブ ドウ球菌の進化生態学的研究

佐々木崇(感 染研 ・ゲノムセ ンター)所 内対応者:鈴 木樹理

先行研究の結果から、Staphylococcusdelphiniグ ループの菌種群がロー ラシア獣類特異的に常在 し、本属菌が哺乳

類宿主 と共進化関係にあることが示唆 されていた。本研究では、ヒ ト以外 でブ ドウ球菌 の生態が不明であった霊長

目動物種 のブ ドウ球菌種分布を調べた。ケタミン、メデ トミジン筋注投与により全身麻酔 を実施 した個体の鼻前庭、

外陰部 を滅菌綿棒で拭い、検体 とした。本施設および国内複数施設 より、 ヒ ト科、テナガザル科、オナガザル科、

オマキザル科 、キツネザル科、ロ リス科、計6科 、22種 、286個 体か らブ ドウ球を分離 した。80耀 〃3は霊長類全
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般に、S.warneri,S.pasteuriは 真猿類において広 く分布 していた。 ヒ ト上科ではS.epidermidis,s.capitis,S.caprae,

新世界ザルではS.simiaeが それぞれ特異的に保菌 されていた。これ らの結果か ら、霊長類 とS.aureusグ ループ(上

記7菌 種)は 共進化関係 にあることが示唆 された。

化石証拠 と分子時計を基にした分岐年代推定は、細菌では化石情報がないため困難であった。本研究のブ ドウ球

菌全44種 の生態学的情報は、哺乳類各種の年代推定値 と総合することで、ブ ドウ球菌属の化石証拠 の代用 とな り

うる。現在ブ ドウ球菌属全菌種全ゲノム塩基配列をデー タセ ッ トに用いた年代推 定を試みている。

B-53チ ンパ ンジーか らのヒ ト由来病原体の分離

郡 山尚紀(日 本モンキーセンター)所 内対応者:宮 部貴子

霊長類研究所のチンパ ンジー6頭 について、咽頭及び鼻腔の拭い液からヒ ト由来病原体の分離を試 みた。特にヒ

トメタニューモ ウイルス(hMPV)、RSウ イルス(RSV)に ついて ウイルス分離 と病原体遺伝子の検出を行なった。

その結果 、ウイルスは検 出されず、細菌培養で も常在菌に とどまった。また、以前から行なってきた血清学的解析

を用いた人 由来病原体への感染状況を調べた結果、これまでのデー タと比較 して特に感染率の高かった病原体の中

で霊長研 のチンパンジー における傾 向をつかむ ことができた。その中で呼吸器系感染症を引き起 こす百 日咳菌、パ

ラインフルエンザ ウイルスIII、RSVは 霊長研生まれの個体(A)と 生まれてから導入 された個体(B)の 抗体価に

優位 な差は見 られなかった。 しかし、hMPVはA群 よりもB群 において優位 に抗体価が高 く、 ヒ トと同様 に高年

齢において高抗体価が確認 された。また、これ らのウイルスはチンパンジーにおいてもヒ トと同様にウイルスが伝

播 したのち、免疫を獲得できた可能性 も示 している。

B-54霊 長類ヘルペスウイルスに関す る研究

光永総子,中 村伸(NPOプ ライメイ ト・アゴラ ・バイオメディカル研究所)所 内対応者:明 里宏文

サルBウ イルス(BV)は マカクザル を自然宿主とす るアルファヘルペス ウイルスで、ヒ トに感染 した場合は

抗 ウイル ス治療 を施 さない と重篤な中枢神経系障害 を引き起 こす ことがあ ります。BVを 含む霊長類アルファヘ

ルペスウイルスは抗原交差性があるため、マカクザル を用いる実験動物施設ではBV特 異的抗体検査が不可欠 と

な ります。私たちは、BV特 異的ペプチ ド(B平gDCP)をCovalinkに カ ップ リング させ 、効果的なブロッキン

グを検討す るなどして、高感度なBV特 異的ペプチ ドELISA法 を確立 し、その応用 を図っています。

今回、京都大学霊長類研究所よ り供与 されたマカクザル血液サ ンプルを含むBV陽 性個体サンプルについて、

抗BV-gDCP抗 体検 出頻度を検討 しま した。また、ヒ ト感染での検出を想定 し、ヒ ト単純ヘルペス ウイルス(HSV)

陽性 ヒ ト血漿サ ンプルに、微量のBV陽 性マカ クザル血漿サ ンプルを加 え、抗BVgDCP抗 体検 出を試みました。

BV陽 性マカク血液サンプル における抗BV-gDCP抗 体陽性率は種、産地によって異 なり65%か ら93%と い う

結果が得 られました。また、HSV陽 性 ヒ ト血漿中に05%の 割合でBV陽 性マカクザル血漿が含まれれば、抗

BVgDCP抗 体が検出できることが明らかにな りました。

B-56ゴ リラにお ける筋骨格系に関す る研究

大石元治(日 獣 ・獣医),荻 原直道(慶 鷹大 ・理工),菊 池泰弘(佐 賀大 ・医),小 薮大輔(京 大 ・博物館)所 内

対応者:江 木直子

大型類人猿における四肢運動機能を研究する一環 として、ニシロー ラン ドゴ リラ(1個 体、雄)の 前肢筋の発達

(=筋 の質量)と 、発揮筋力(=筋 の生理学的断面積PCSA)に 着 目し、屍体の解剖 を行った。ゴ リラは、アジア

の大型類人猿であるオランウータンに比べ地上傾 向が強 く、チ ンパ ンジーやボノボなどの他 のアフ リカ類人猿 のロ

コモーシ ョンに類似 している。これ らのロコモーションの差異 は、前肢筋の発達や発揮筋力に影響 を与 えることが

予測 される。本研究では、各筋の筋質量 とPCSAを 、それぞれの前肢筋の総和で割 ることにより、各値の比率を算

出し、これまでに得 られてい るオ ランウー タンのデータと比較を行った。肘 関節 に関係する筋群の うち、伸筋群(上

腕三頭筋、肘筋、背滑車上筋)は 地上性 ロコモーシ ョン時に体重 を支持 し、屈筋群(腕 擁骨筋、上腕筋、上腕 二頭

筋)は 樹上生ロコモーシ ョン時に推進力を生むのに重要な役割を果た している。本研究における結果 は、筋群 とロ
コモーシ ョンの違いを反映 してお り、ゴリラでは肘関節の伸筋群が、オランウー タンでは肘 関節の屈筋群がそれぞ

れ より発達 してお り、大 きな筋力 を発揮できるものと推測 された。しか し、屈筋群のなかでも二関節筋である上腕

二頭筋がオランウー タンよりもゴ リラにおいて相対的に大きな筋質量とPCSAを 持っていた。今後、類人猿 を解剖

す る機会があれば、標本数を増や し、今回認められた差異が、ロコモーシ ョンの差異を反映 してい るかを さらに検

討 していきたい。

B-57ニ ホンザルにお けるサルT細 胞 白血病 ウイルスの動態の解析 ・免疫治療

松岡雅雄,安 永純一朗,三 浦未知(京 都大 ・ウイルス研)所 内対応者:明 里宏文

最初に霊長類研究所のニホンザルにおけるSTLV-1抗 体陽性率を検討 した。検体採取は、入所中ニホンザルの定

期採血の際に、同時にsTLV1抗 体検査用の採血 を施行 し、血漿 と単核球(PBMC)を 分離 した。 さらに、以前に

分離 され凍結保存 されていた血漿 も抗体検査に供 した。PA法 によるスク リーニングの結果 、霊長類研究所 内のニ

ホンザル374頭 中178頭(48%)にSTLV-1感 染が判明 した。対照 として解析 したアカゲザルにおいては、132頭

中1頭(0.8%)と 低値であ り、種によ り感染率 に大きな差が存在す る事 が明 らか となった。プロウイル ス量 を

Real-timePCR法 にて定量 した ところ、感染細胞率は0.001%か ら17%と 大きな個体差 を認 めた。フローサイ トメ ト

リーによる解析では、CD4陽 性Tリ ンパ球優位 にSTLU1が 感染 していることが示唆 され た。STLV-1由 来のTax
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